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15)西奥剛 ･橋本幸一 ･山下慶三 ･劉tLr玉 ･穴山節 ･勝沼信彦 ･山本健二 ･中西博 (2000)ミク
ログリアの外因性抗原提示機能におけるカテプシン群の役軌 節 73回日本生化学会大会
(200 年10月,横浜).生化学 72:784.
16)大蔵聡 ･鈴木樹理 ･松山秀一 ･束村博子 ･前多敬一郎 (2000)井理学的グルコース代謝阻古
によるニホンザルのパル不状苅体形成ホルモン (LH)分泌抑制･節 16回日本正長郊学会大
会 (2000年7月,名古屋).霊長甥研究 16(3):249.
17)鈴木樹理 ･大蔵聡 ･早川清治 ･摂田桟 (2000)ニホンザルの思春期における血【f)IGF-1およ
び性ステロイドの時系列解析.節 16回日本霊長類学会大会 (2000年7月,名古屋).霊長規
研究 16(3):250.
18)鈴木樹理 ･大蔵聡 ･友永雅己 ･山根到 (2000)霊長類におけるス トレス研究.日本心理学会
節64回大会 (2000年 11月,京都).発表論文集 S38.
19)上野告- (2000)動物の心理的幸福の確立.東海実験動物研究会 (2000年4凡 名古屋).
20)米持敏 ･花井敦子 ･景山節 ･森山昭彦 (200)マウスミオシンⅩ尾部の機能 ドメインを発現
した cos-1細胞の形態変化.日本動物学会第 71回大会 (2000年 9月,東京).zoological
Science17(supplement):44.
21)米持敏 ･木村敦 ･正木茂夫 ･花井敦子 ･景山節 ･高橋孝行 ･森山昭彦 (200)ミオシンXの
マウス精巣セルトリ細胞における精子形成ステージ特異的な発現.第 73回日本生化学会大
会 (200年 10月,横浜).生化学 72:809.



















早川祥子 D3 上原洗-TJ 野生ニホンザルの繁殖戦略に関する研究
平田 聡 D3 松沢哲郎 チンパンジーの社会的知性
船越rX･穂 D3 波過邦夫 野生ニホンザルによるR?<林業被害の発生要因の解明












































































































































































































































































































































1)橋本千絵 ･早川祥子 ･Heui-SooKim･竹中修 (2000)非侵鶴的資料を用いたpcR法による性


































































































1)藤田志歩 ･光永捻子 ･清水慶子 (2000)糞中ホルモンによる排DPと受胎の推定.第 16回日
本霊長類学会自由集会 ｢野外でもこんなことがわかる!｣(2000年7月,名古屋).
2)藤田志歩′清水慶子 (200)マカカ属におけるメデトミジン/ケタミンを血 ､た麻酔法の検
討.第 16回日本霊長類学会大会 (2000年7月,名古屋).霊長類研究 16(3):292.
3)福原亮史 ･景山節･手塚修文 (2000)ニホンザルにおける活性酸素の生成 ･消去に関する酵
素系の組織分布.第16回日本霊長類学会大会 (200年7月,名古屋).霊長類研究 16(3):296.
4)福原亮史 ･手塚修文 ･景山節 (200)ニホンザルでの活性酸素の生成 ･消去に関する酵素系






利用の季節変化 第16回日本畠長類学会大会 (2(X氾年7月,名古屋).霊長類研究 16(3):262.





10)横田穣 ･西村剛･早川清治 (2000)チンパンジー幼児の成長 :progressrepor【.第3回サガ･㌔
シンポジウム｢大型類人猿の研究 ･飼育･自然保護一現状と未来-｣(2000年11月,犬山).













｢心の発達｣平成 12年度研究成果報告会 (201年 1月,東京).




18)加藤啓一郎 ･小山哲男 ･三上孝允 (2000)嫌悪や報酬の予告刺激に応答するサル帯状回前部




20)栗田博之 ･西川陽行 ･下村忠俊 ･藤田忠盛 (2(X氾)アカンボウと成熟雌の縦断的体韮測定.節
16回日本霊長規学会大会自由兆会 ｢野外でもこんなことがわかる!｣(2tX0年7月,名古屋).
21)栗田博之･松井猛 (2000)御 方山生息ニホンザルにおける初期死亡率と初期成･良の性差につ
いて - 母親のコンディションの違いは娘よりも息子の成長や生存率に影野をおよはす 一
節54回日本人類学会大会 (200年 11月,東京).抄録集 p.47.
22)松村秋芳 ･高橋裕 ･西村剛･横田稜 ･猪口清一郎 ･岡田守彦 (200)チンパンジーの腰椎仙
骨にみられる特徴 :MRIによる研究.第 54回日本人類学会 (20 年 11月,東京).
An山ropologicalScience109(1):63.
23)松村秋芳 ･高橋裕 ･西村剛･横田穣 ･菊地正英 ･伊藤純治 ･猪口清一那 (2000)MRIによる
チンパンジー大腿部運動器の機能形態学的分析.舞16回日本霊長類学会大会 (200年7月,
名古屋).霊長類研究 16(3):237.
24).三上章允 ･西村剛 ･松沢哲郎 ･鈴木樹理 ･加藤朗野 (2000)MRIによるチンパンジー脳形態





発達に伴う変化.第23回日本神経科学大会 第 10回日本神経回路学大会合同大会 (200年
9月,横浜).大会抄録集 p.246.

















33)西村剛 (200)X線テレビを用いた音声器官の運動研究.第 16回日本霊長類学会大会 (2000
年7月,名古屋).
34)西村剛 (2000)喉頭下降二段階仮説.第 54回日本人頬学会 (2000年 11月,東京).
AnthropologicalScience109(1):95.




37)大橋岳 ･伊相知千 ･松沢哲郎 (2000)チンパンジー母子の他個体との再会.｢大型煩人猿の
研究､･飼育 ･自然保護一現状と未来-｣(2000年 11月,犬山).
38)岡本早苗 ･川合伸幸 ･claudiaSousa･上野有理 ･友永雅己 ･石井澄 (2000)母子共存場面に
おけるチンパンジー乳児の自発的な視覚的探索行動.第3回サガ･シンポジウム｢大型類人猿





41)杉浦秀樹 ･藤田志歩 ･斉藤千映美 (201)ニホンザルにおける群れの広がりの推定.第48回
日本生態学会 (201年3月,熊本).講演要旨集 p.179.
42)住谷文須紗 ･工藤なをみ･川嶋洋一 ･藤田志歩･浅岡一雄 (2001)フッ素化脂肪酸の尿排他に
おける動物種差の検討.日本薬学会第121年回 (201年3月,札幌).
43)竹元博幸 (200)食物の季節変化にともなうチンパンジーの採食行動の季節変化 第 16回日
本霊長類学会大会 (200年7月,名古屋).霊長類研究 16(3):280.
44)竹元博幸 (2000)チンパイジーの採食戦略 :果実量の変動に対応した行動の時間配分,
エネルギーの摂取と出費の変化.第3回サガ･シンポジウム ｢大型頬人猿研究 ･飼育 ･
自然保護一現状と未来-｣(2000年 11月,犬山).
45)田代靖子 ･古市剛史 ･橋本千絵 (2000)ウガンダ･カリンズ森林の哨乳類バイオマスと
霊長類による環境利用について.第 16回日本霊長類学会大会 (2000年7月,名古屋).
霊長類研究 16(3):263.
46)土田順子 ･久保南海子 ･小島群三 (200)老齢ニホンザルにおける連続位置逆転学習.日本心
理学会第64回大会 (200年 11月,京都).発表論文集 p.686.
47)打越万喜子 (2000)テナガザルあかんほうの行動発達:兄弟のかかわり.日本動物心理学会節
60回大会 (200年6月,東京).動物心理学研究 50(2):312.
48)打越万喜子 ･加藤朗野･前田典彦 ･橋本ちひろ (200)アジルテナガザルの身体成長と行動発
達.日本霊長類学会第16回大会 (200年7月,名古屋).霊長類研究 16(3):274.







学会第 19回大会 (2000年11月,彦根).講演要旨 p.64.
52)上野有理 ･上野書- (200)チンパンジー ･フサオマキザル新生児の味光刺激にたいする表情




54)梅野俊平 ･長坂泰IJl･井上雅仁 ･三上申允 (200)アカゲザルによる Shape･Trom･motionを用
いた図形の知党.節 16回日本霊長郊学会大会 (200年7月,名古屋).霊長獅研究 16(3):271.
55)山下大輔 ･山口共二 ･本閃光一 ･林基治 (2(X氾)マカクサル中枢神経系における脳由来神経栄荘
因子の遺伝子発現.第 16回日本霊長類学会大会 (2000年7月,名古屋).霊長軒研究 16(3):270
56)山下大輔 ･山口真二 ･本間光一 ･清水慶子 ･林基治 (2000)サル脳における BDNF,NT-3
の迫伝子発現に関する研究.第23回日本神経科学大会 第 10回日本神経回路学大会合同大
会 (2000年9月,横浜).大会抄録集 p.246.
学位取得者 と論文題 目
京都大学博士 (理学)
後藤俊二 (論文):Regionaldiferencesintheinfectionofwi1dJapanesemacaquesbygastrointcslinal
helminthparasites(野生ニホンザルにおける消化管内寄生嬬虫感染の地域差)
DyahPerwitasariFarajalalI(課程):GeneticvariationofIndonesianlong-tailedmacaques(Maraca
fasc,'cuLan'S):GeographicvariationofbloodproteinsandmitochondrialDNAs (インドネシアのカ
ニクイザル (Macacafascl'cularL'S)の遺伝的変異:血液タンパク質とミトコンドリアDNAの地
理的変異)
平田 聡 (課程):Behaviorandcognitionofchimpanzees(Pantmgtodytes)insocialsituations(社会的
場面におけるチンパンジーの行動と認知)
劉 成淑 (課程):Testis-SpecificProteins,MFSJlandPRM2.0fJapaneseMonkey,MacacajiLSCata.
MolecularclonlngOfcDNAs,structuralanalysts,andexpressionalchangeduringdevelopmentand
reproductiveseason(ニホンザルの精巣特異的タンパク質､MFSJl及び pRM2:cDNA の
molecularcloning,構造分析､発達と繁殖季節による発現変化)
京都大学修士
GordonM.Ba汀et:ニホンザル雄における攻撃性と繁殖の内分泌的相互関係
森 琢磨 :霊長類大脳新皮質におけるnkBリガンドの分布と発達
独渡正則 :視覚探索におけるアカゲザル節四次視党野の神経細胞活動
打越万喜子 :テナガザルあかんほうの行動発達
山下大輔:マカクサル脳における脳由来神経栄光因子とニューロトロフィン-3の遺伝子発現に
関する研究
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